
船橋市立坪井中学校 公開研究

平成２９年度～令和元年度

千葉県青少年赤十字研究推進校



坪井中学校
の概要

学級数１８学級
生徒数６１７人

学学校教育目標

豊かな心を持ち、
たくましく生きる

生徒の育成



研究主題

赤十字の活動資源を効果的に活用して

学校教育の活性化を図る方策の研究

～道徳の時間・総合的な学習の時間・特別活動を中心にして～



赤十字の誕生
・ヨーロッパが戦地になった

第一次世界大戦がきっかけとなり

１８６３年に発足

・創設者 アンリー・デュナン →



JRC＝青少年赤十字

J Junior 青少年

R Red 赤

C Cross 十字



JRCの３つの態度目標

① 気づき

② 考え

③ 実行する



３つの「助」

① 自助

② 共助 ③公助



活動実践例



リーダーシップトレーニングセン
ター



リーダーシップトレーニングセン
ター
テーマ：

防災意識と、その中で「気づき・考える」態度の育成

内容：

アイスブレイク、JRCの歴史学習、防災学習、

救急法、まとめ発表





アイスブレイク



防災学習



救急法



まとめ発表



本校での取り組み



道徳の実践について
１学年 「桜に集う人の思い」

指導内容：D（２０）自然愛護

２学年 「震災の中で」

指導内容：C（１３）勤労

３学年 「一冊の漫画雑誌」

指導内容：B（６）思いやり，感謝

資料 「新しい道徳１・２・３」 東京書籍



総合的な学習の時間の実践について

１学年 「みんなでわけよう」

「自分だったらどうする」

２学年 「防災倉庫に関する学習」

３学年 「避難所運営ゲーム」



みんなでわけよう（１年）
目標：

それぞれが持っている情報に基づき、食料を分担す

る活動（被災時の模擬体験、避難所を想定）を通し

て、いろいろな立場に立って考える力を身につける。

準備物：

食料イラスト、家族構成カード、食料カード





みんなでわけよう（１年）
○生徒の感想

・全員が意見をしっかり言い、相手の意見を尊重し

合い、協力することが大事だと思った。

・自分一人だとできないことも、みんなで話し合うと

解決したりして、話し合いは大切なことが分かった。



自分だったらどうする（１年）
目標：

災害によって起きる様々な問題について、異なる意

見を知り、自分の考えを広げる。



自分だったらどうする（１年）
テーマ①避難所生活

テーマ②記念写真



自分だったらどうする（１年）
○生徒の感想

・答えや意見がたくさんあり、人の意見に耳を傾ける

ことも大切だと思った。

・自分が得する、得しないも大事だが、周りの人を思

いやることができれば一番良いと気づいた。



防災倉庫学習（２年）
目標：

防災倉庫の意義と内容を知り、避難時に地域

の一員として行動できるようになる。



防災倉庫学習（２年）
体験学習

講師:船橋市役所危機管理課職員の方
パーテーション
組み立て式トイレ

ガスボンベ式照明
折りたたみ式リアカー
車いすへの取り付け式レバー



防災倉庫学習（２年）



防災倉庫学習（２年）
○生徒の感想

・学校に防災倉庫があるということを初めて知った。

・どんなときでも逃げたり命を守るために万全の準

備をしていきたい。

・熊本地震の際に中学生の手伝いが大きな力になった

ということを知り、自分も何かあったときに協力したいと

思った。



避難所運営ゲーム（３年）
目標①
多様な事情を抱えた人々がいることを改めて
認識し、適切な配慮について考える。

目標②
避難所運営の疑似体験を通して、社会の一員とし
ての自身の役割について考える。



避難所運営ゲームＨＵＧ（ハグ）

Ｈ：ｈｉｎａｎｊｙｏ 避難所
Ｕ：ｕｎｅｉ 運営
Ｇ：ｇａｍｅ ゲーム

避難者を優しく受け入れる
→「抱きしめる」

制作：静岡県危機管理課



避難者カード



イベントカード

災害対策本部から
の連絡事項、避難
者からの質問や要
望などがあるので、
それに対応する



避難所運営ゲーム（３年）



避難所運営ゲーム（３年）
○生徒の感想

・人の置かれている状況によって部屋を分けたりするの

が大変だった。

・一人ひとりの避難者の状態に気づき、それに対応

するのが大切だと思った。

・学校にどのようなものがどれくらいどこにあるのか

把握することが必要だと思った。



特別活動における実践について
１. 新入生オリエンテーション

２. 募金活動 生徒会が行う活動

３. リサイクル活動

４. 美化活動 委員会の活動

５. リーダーシップトレーニングセンター



成果
１ 生徒の変容（研究仮説の観点から）

２ 教員の視点の変化

３ 外部機関との連携



課題
１ 今後どのように生かしていくか

２ 地域との交流

３ 各教科とJRCを関連させること





ご清聴ありがとうございまし
た！


